【様式第 4-1】
施設運営の基本方針
１　理念及び基本方針
　　施設の管理運営にかかる理念及び基本方針について、鯱城学園の性格、機能及び役割や、市民の利用のしやすさ等利用者側からの視点を踏まえて記入してください。
	


２　接遇の方針
　　利用者接遇にかかる理念及び基本方針を記入してください。

	


【様式第 4-2】
職員配置及び人材の確保・育成計画
１　職員配置の考え方
　　サービスの質の確保と経営の効率性等の観点から、職員配置についての基本的な考え方を記入してください。

	


２　職員の配置計画
	職種
	人数
	専任／
　兼任
	週休
	１週間の
勤務時間
	１人当たりの
給与等の年額
	資格等

	副学長
	　１名
	
	４週
　休
	
	
	

	事務長
	　１名
	
	４週
　休
	
	
	

	
	　　名
	
	４週
　休
	
	
	

	
	　　名
	
	４週
　休
	
	
	

	
	　　名
	
	４週
　休
	
	
	

	
	　　名
	
	４週
　休
	
	
	

	
	　　名
	
	４週
　休
	
	
	

	
	　　名
	
	４週
　休
	
	
	

	
	　　名
	
	４週
　休
	
	
	

	計
	　　名
	
	
	
	
	


３　勤務体制
　　４週間の勤務体制の例を作成してください（様式は任意）。変形労働時間制等を採用する場合は、その内容がわかるよう欄外に記載又は別途資料を添付してください。
４　人材確保の考え方
　　管理業務の安定性と適切なサービスの質を保つための、人材の確保に関する基本的な考え方を記入してください。
	


５　人材育成・職員研修
　　人材の育成に関する基本的な考え方と、研修実施（又は参加）の計画を記入してください。
	


６　福利厚生・健康管理
　　職員の福利厚生や健康管理のための取り組みを記入してください。
	


【様式第 4-3】
事業運営の実施計画
　　鯱城学園の事業運営の実施計画について、提案していただきますようお願いします。
１－１　講座の実施について
　講座は、専攻ごとのクラス単位で実施します。専攻の定員により、専攻ごとのクラスは1又２クラスとなります。また、96人定員の専攻については特色ごとにクラス設定していただくこともできます。現状は、クラスをA、Bとし同じ内容で実施しています。
鯱城学園が学生に対して行う講座は、教養講座及び地域活動学習講座、専門講座とします。
教養講座及び地域活動学習講座は、学年全体で共通して受講する共通講座とし、専門講座は専攻ごとに受講する講座とします。
事業計画の基本的なねらいや、講師の確保策、卒業生の活用策などを含めた取り組みの内容、各講座の実施回数について詳細に記入してください。なお、講座（教養・地域活動学習・専門）の回数の合計は、各学年、年間60回程度（行事含む）とします。
　（１）講座全体の考え方

	


（２）教養講座
「教養講座」は、学年の全学生共通とし、心身の健康及び現代社会について理解と認識を深め、現代社会への適応力を増すため開設する講座です。

	


（３）地域活動学習講座
「地域活動学習講座」は、地域活動の核となる人材の養成を目的とした全学生を対象とした講座です。
「地域活動学習講座」は、社会情勢や社会的課題、地域活動等実践者から実践例を学ぶ講座や、同一居住区（地域）の学生同士のつながりを作ることで、卒業後の地域活動への参加意欲を高めるために、学生の同一居住区ごとに分かれ、グループワークや地域活動を体験するフィールドワークなどを行う「地域ミーティング」を実施しています。
卒業生が地域活動を円滑に行うため、卒業生は、各区において区鯱城会を組織しており、鯱城学園はその活動を支援しています。また、ボランティアや福祉活動等、地域活動に関する情報は、区社会福祉協議会に集まります。そこで、地域ミーティングは、学生の居住区ごとに、区鯱城会および区社会福祉協議会のご協力、ご参加をいただき、実施しています。
指定管理者は、鯱城学園に配置する地域活動指導員を窓口として、名古屋市とともに区鯱城会および区社会福祉協議会と、必要な調整をして地域活動学習講座を実施していただきます。
こうした、現行の「地域活動学習講座」、「地域ミーティング」の基本的な枠組みの中で、効果的な講座内容の提案をお願いします。
	


（４）専門講座
「専門講座」は、専攻ごととし、専攻の内容について理解と認識を深め、技術をともなう専攻については併せて実技の修得と向上を図り、日常生活を充実するため開設する講座です。

	


１－２　ＩＣＴの基本的な知識の学習に関する提案
　　近年、スマートフォン、タブレット端末等のＩＣＴ機器が急速に普及しています。それに伴い、最近では、新型コロナウイルスワクチンの接種予約等でＩＣＴ機器を活用する機会が増えています。
　そこで、「暮らしにかかわりの深い分野について、基本的な知識を広げ、体験し、合理的な考え方を養い、生活の活性化を図る。」ことを学習の概要とする「暮らし」専攻及び、「心身の健康を保持するための知識を広げるとともに、現代社会への理解と認識を深め、時代の進展に適応する能力を養う」ことを目標とする共通講座で、ＩＣＴ機器に関する基本的な知識を習得できるような内容が含まれる構成についての提案を求めます。
	


２　行事の実施について
事業計画の基本的なねらいや、卒業生の活用策などを含めた取り組みの内容について詳細に記入してください。入学式、オリエンテーション及び卒業式は、必須としますが、その他の行事を提案する場合は学生同士の交流を深めるものや、地域活動に資する内容にしてください。
ただし、生きがいを高め、地域活動を積極的に推進できる力量を備えられるよう十分配慮するとともに学生の負担に配慮した内容となるように提案してください。
≪参考≫令和元年度は、入学式、体育祭、修学旅行、文化祭、卒業式が実施されています。
	


３　学生の自主活動の実施について
事業計画の基本的なねらいや、卒業生の活用策などを含めた取り組みの内容、地域活動指導員やコーディネーターのかかわりなどについて詳細に記入してください。
学生が行う学園の自主活動は、「クラス活動」、「学生自治会活動」、「クラブ活動」とします。
ただし、生きがいを高め、地域活動を積極的に推進できる力量を備えられるよう十分配慮するとともに学生の負担に配慮した内容となるように提案してください。
	


４　講義室等の使用計画について
講座や自主活動等を実施するにあたり、募集要項３６ページの参考資料をもとに１週間の講義室等の使用計画を記入してください。（様式は任意）
５　学生等の意見の把握・学習環境の向上について
学生をはじめとした利用者からの意見を事業運営に反映させ、学習環境をはじめとしたサービスの向上につなげるための考え方や取り組み、それにより期待される効果等について記入してください。

	


【様式第 4-4】
地域活動の支援策
１　学生の地域活動支援について
事業計画の基本的なねらいや、地域活動につなげる仕組みづくり、卒業生の活用策、地域活動の実績の広報、評価などを含めた取り組みの内容、地域活動指導員のかかわりについて詳細に記入してください。特に取り組みの内容は、効果測定できるよう留意してください。
	


２　卒業生の地域活動支援について
事業計画の基本的なねらいや、地域活動につなげる仕組みづくり、地域活動の実績の広報、評価などを含めた取り組みの内容、地域活動指導員のかかわりについて詳細に記入してください。特に取り組みの内容は、効果測定できるよう留意してください。
	


【様式第 4-5】
学生の確保・広報計画
１　学生確保のための取り組み
入学生の確保及び在校生維持のための取り組みについて、基本的な考え方や取り組みの内容を記入してください。
たとえば、出願時の負担を減らすなどの募集方法の工夫や出張学園説明会の積極的な実施など、学生の確保のための取り組みについて提案してください。
また、途中退学者を減らす取り組みについても提案してください。
	


２　学園の広報
　　学園の広報は、入学案内等について視覚的に訴えるなど効果的な広報に努めるとともに、定員に達していない専攻については、目標を定め、重点的に対策を講じるなど、学生の確保に努めてください。
事業内容や学園の意義について広く市民に広報し、学生を増加させるような提案をお願いします。

	


３　専攻の愛称・キャッチコピーについて
　　入学案内や広報用パンフレット等に専攻名に併記して使用する愛称、キャッチコピーの提案をお願いします。　　
	


４　学生以外の者を対象とした事業の実施について
事業計画の基本的なねらいや、その取り組みの内容について、詳細に記入してください。また、休館日や開館時間以外に開館して事業を実施するなど更なるサービスの向上のための新たな取り組みについては、利用料及び予定利用者数、実施場所も記入してください。

	


【様式第 4-6】
鯱城ホールの活用策
鯱城ホールの更なる活用のための考え方や取り組み、それにより期待される効果等について記入してください。

	


【様式第 4-7】
施設管理の実施計画
１　施設保守管理の考え方と取り組み
	


２　施設内における会計管理体制の考え方と取り組み

	


３　安全管理及び災害防止対策に対する考え方と取り組み
　(1) 防災・防犯の考え方

	


　(2) 緊急時の対応
	


　(3) 日常的な安全管理（事故発生の防止体制）
	


　(4) 非常災害発生時の対応（避難訓練の実施等）
	


４　情報管理の考え方と取り組み
　(1) 個人情報等の保護

	


　(2) 情報公開

	


５　感染症の防止及びまん延防止に対する考え方と取り組み
	


６　苦情処理の考え方と取り組み

	











